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河

川

敷

に
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い

て

は

、

す

で

に

遊

歩

道

な

ど

に

利

用

さ

れ

て

い

る

部

分

も

あ

る

。

そ

こ

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

手

を

入

れ

る

こ

と

は

不

必

要

。

市

長

は

乙

川
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ど
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範
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整

備

を
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え

か
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周

辺

整

備

、

地

区
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中
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街
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携
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を
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滅
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バ

ー

フ

ロ

ン
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計
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は

、

昭

和

63

年

こ

ろ

か

ら

中

根

元

市

長

が
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東

岡

崎

の

駅

前

広

場

に

川

を

と

り

こ

ん

だ

構

想

で

、

乙

川

に

広

い

橋

を

架

け

、

橋

が

広

場

の

形
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を

持

つ

」

と

構

想

し

た
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ノ

で
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が

、
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成
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に
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害
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る

防
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が
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に
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民
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党
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で
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、
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な

い

こ

と

を
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市
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ど
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を
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を
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だ
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検
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が
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を
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を
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昨

年

12

月

議

会

に

お

い

て

、

日

本

共

産

党

岡

崎

市

議

団

が

行

っ

た

一

般

質

問

を
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紹

介

し

ま

す

。

一

部

の

概

略

に

つ

い

て

は

、

12

月

市

議

団
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ー
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に

掲

載

し

て

い

ま

す

。
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●市長ブログより 

ツインブリッジについては、耐用年数をすで

に経過している殿橋と東岡崎駅前にある明代橋

のふたつの橋については朝夕の渋滞対策として

橋を拡幅して架け変えたいと思っている。さら

に橋の交通機能の改善に加えて、以下の六つの

要素を加えたいと思っている。 

① 橋上に市民のくつろげる公園機能をもたせ

る。（くつろぎ） 

② 岡崎の伝統産業・石工の技術の粋を尽くし

た装飾を橋にほどこす。 

（技術の伝承） 

③ 中心市街地へ人が歩いて回る導線に（観光） 

④ 人が歩くことによる商店街の活性化。（に

ぎわい） 

⑤ 岡崎の新たなシンボルとして子供たちが誇

りにできる橋。（愛郷心） 

⑥ 橋の下には屋根のある広場ができ照明によ

り夜まで使える。（民活空間） 

多くの思いをこめたプランであり、単に派手

な橋を作って観光名所にしようといった安易な

ものではない。 

 １００周年を記念して事業を始めるという余

裕のある計画であり、実施にあたっては専門家、

商工会議所、町おこしの会、一般市民の声など

幅広くご意見を賜り、修正を加えながら進めて

行こうという構想。当初私は、同じような橋を

ふたつ造ろうと考えていたが、今は違うコンセ

プトのものをふたつにした方がよい気がする。

例えば石のモニュメント橋と橋上公園橋のよう

に機能をはっきり分けた方が無理無駄が少なく

て済む。さらに観光政策的にも目玉がふたつの

方がいい。 

 交通機能だけは早期に回復させるが、他につ

いては単年度に大きな財政的な負担とならない

ようゆるやかに事業を進展させていく。（１０

年計画でも可。） 

 


